
愛知大学学長 殿

愛知大学動物実験委員会

委員長 井藤 寛志

動物実験の実施における自己点検・評価に関する報告書

愛知大学動物実験倫理基準の規定に基づき、下記のとおり報告します。

記

１．動物実験に関する自己点検・評価報告書

別紙のとおり

２．全般内容に関する項目

① 動物実験従事者数

動物実験責任者数 1 人（実数） 
動物実験実施者数 1 人（実数） 

② 動物実験計画書の審査のまとめ

新規  許可件数 １件 変更 許可件数 ０件

不許可件数  ０件 不許可件数  ０件

  取下げ件数  ０件 取下げ件数  ０件

③ 動物実験に関する現況調査票

別記のとおり

④ 動物種ごとの飼養数

別記のとおり

３．個別内容に関する項目

① 動物実験の実施状況（別記のとおり）

② 飼養保管施設の管理状況（別記のとおり）

③ 実験室の管理状況（別記のとおり）
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Ⅰ．規程及び体制等の整備状況 
１．機関内規程 
１）評価結果 
   ■ 基本指針に適合する機関内規程を定めている。 
   □ 機関内規程を定めているが、一部に改善すべき点がある。 

 □ 機関内規程を定めていない。 

２）自己点検の対象とした資料 
愛知大学動物実験倫理基準 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
環境省の「実験動物の飼養及び保管並びに苦痛の軽減に関する基準」（以下「飼養保管

基準」という。）並びに文部科学省の「研究機関等における動物実験等の実施に関する基

本指針」（以下「基本指針」という。）等に基づき、愛知大学動物実験倫理基準が定めら

れている。 
４）改善の方針、達成予定時期 
 

 
２．動物実験委員会 
１）評価結果 
 ■ 基本指針に適合する動物実験委員会を設置している。 
 □ 動物実験委員会を設置しているが、一部に改善すべき点がある。 
 □ 動物実験委員会を設置していない。 

２）自己点検の対象とした資料 
愛知大学動物実験倫理基準 
動物実験委員会名簿 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
飼養保管基準並びに基本指針等に基づいた愛知大学動物実験倫理基準に適合した動物

実験委員会が置かれている。 
４）改善の方針、達成予定時期 
 

 
 
３．動物実験の実施体制 
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  １）評価結果 
   ■ 基本指針に適合し、動物実験の実施体制が定められている。 
   □ 動物実験の実施体制が定められているが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 動物実験の実施体制が定められていない。 

２）自己点検の対象とした資料 
愛知大学動物実験倫理基準 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
動物実験の実施に必要な規程が適切に定められている。 
 
４）改善の方針、達成予定時期 

 
４．安全管理に注意を要する動物実験の実施体制 
 １）評価結果 
   □ 基本指針に適合し、安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められ

ている。 
   □ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められているが、 

一部に改善すべき点がある。 
   □ 安全管理に注意を要する動物実験の実施体制が定められていない。 
   ■ 該当する動物実験は、行われていない。 
２）自己点検の対象とした資料 
愛知大学動物実験倫理基準 
 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
安全管理に注意を要する動物実験を行っていない。 
 
４）改善の方針、達成予定時期 
 

 
５．実験動物の飼養保管の体制 
  １）評価結果 
   ■ 基本指針や飼養保管基準に適合し、適正な飼養保管の体制である。 
   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
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２）自己点検の対象とした資料

愛知大学動物実験倫理基準

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。）

飼養保管施設等の設置と廃止に関する要件が規程等に定められている。

４）改善の方針、達成予定時期

６．その他

Ⅱ．実施状況

１．動物実験委員会

１）評価結果

■ 基本指針に適合し、適正に機能している。

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

□ 多くの改善すべき問題がある。

２）自己点検の対象とした資料

愛知大学動物実験倫理基準

動物実験委員会議事録

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。）

愛知大学動物実験倫理基準等に基づいて、委員会を開催し、関連事項に関して審議し

た。

４）改善の方針、達成予定時期

２．動物実験の実施状況

１）評価結果

■ 基本指針に適合し、適正に動物実験が実施されている。

□ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。

□ 多くの改善すべき問題がある。
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２）自己点検の対象とした資料 
愛知大学動物実験倫理基準 
別記 2022 年度 動物実験に関する現況調査票、 
別記 2022 年度 自己点検報告書（動物実験実施状況）、 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
動物実験倫理基準に基づき、動物実験計画書および動物実験報告書を審査し、学長の

承認を得た。 
４）改善の方針、達成予定時期 

 
３．安全管理を要する動物実験の実施状況 
 １）評価結果 
   □ 基本指針に適合し、当該実験が適正に実施されている。 
   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 
   ■  該当する動物実験は、行われていない。 
２）自己点検の対象とした資料 
愛知大学動物実験倫理基準 
別記 2022 年度 動物実験に関する現況調査票 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
安全管理を要する動物は飼養されていない 

４）改善の方針、達成予定時期 
 

 
４．実験動物の飼養保管状況 
  １）評価結果 
   ■ 基本指針や飼養保管基準等に適合し、適正に実施されている。 
   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 
愛知大学動物実験倫理基準 
別記 実験動物飼養保管等報告 
別記 2022 年度 動物実験に関する現況調査票 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
実験動物は適正に飼養保管されている。 
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４）改善の方針、達成予定時期 

 
５．施設等の維持管理の状況 
 １）評価結果 
   ■ 基本指針や飼養保管基準等に適合し、適正に維持管理されている。 
   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 
愛知大学動物実験倫理基準 
別記 2022 年度 動物実験に関する現況調査票 
別記 2022 年度 自己点検報告書（実験動物飼養保管施設管理状況） 
別記 2022 年度 自己点検報告書（動物実験室管理状況） 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
飼養保管施設は適切に維持管理されている。 

 
４）改善の方針、達成予定時期 
 

 
６．教育訓練の実施状況 
１）評価結果 
   ■ 愛知大学動物実験倫理基準等に適合し、適正に実施されている。 
   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 
愛知大学動物実験倫理基準 
 

３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
 

４）改善の方針、達成予定時期 

 
７．自己点検・評価、情報公開 
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  １）評価結果 
   ■ 愛知大学動物実験倫理基準等に適合し、適正に実施されている。 
   □ 概ね良好であるが、一部に改善すべき点がある。 
   □ 多くの改善すべき問題がある。 

２）自己点検の対象とした資料 
愛知大学動物実験に関する自己点検・評価報告書 
愛知大学における動物実験に関するＨＰ 
３）評価結果の判断理由（改善すべき点があれば、明記する。） 
大学のＨＰに、自己点検・評価報告書及び愛知大学動物実験倫理基準を公開している。 

４）改善の方針、達成予定時期 
 

 

 
８．その他 
委員会構成員として、動物実験等に関して優れた識見及び経験を有する者を外部委員と

して加えている。 
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